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古紙配合率 100%再生紙を使用しています

印
刷　

綜
合
印
刷
出
版
株
式
会
社

【洋画】市展賞

静
せいぶつ

物

　

幼
い
頃
か
ら
両
親
に

展
覧
会
な
ど
に
よ
く
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
絵
を
描
く
こ

と
が
大
好
き
で
、
楽
し

い
ん
で
す
。

　

今
回
、描
き
た
め
て

い
た
中
か
ら
先
生
と
相

談
し
て
作
品
を
選
び
、

初
め
て
市
民
美
術
展
に

出
展
し
ま
し
た
。
市
展

賞
受
賞
に
は
、
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。

　

今
は
、
静
物
画
で
重

厚
感
を
出
す
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

難
なんば

波由
ゆ み こ

美子さん

【福部村海士】

◆
一
斉
踊
り
参
加
連

と
き　

８
月
16
日
（
月
）
午
後
５

時
〜

人
数　

20
人
〜
70
人

申
込
方
法　

参
加
連
名
、
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
人

数
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
期
限　

６
月
18
日
（
金
）
必

着

◆
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
出
演
者

　

駅
前
風
紋
広
場
で
フ
リ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
、
郷
土

芸
能
、
傘
踊
り
な
ど
）
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

８
月
16
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

内
容　

自
由（
10
分
〜
15
分
程
度
）

募
集
数　

10
組
程
度

出
演
謝
礼　

１
組
当
た
り
１
万
円

申
込
方
法　

代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
演
目
、
出
演
者

数
、
所
要
時
間
を
明
記
の
う
え
、

持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
期
限　

７
月
１
日
（
木
）
必

着※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行

委
員
会 

で
内
容
を
検
討
の
う
え

決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　
　
　
　

・
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興

会
事
務
局
（
本
町
一
丁
目

２
０
９
・
☎
26̶

０
７
５
６
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
29̶

１
０
０
０
）

ー 

あ
な
た
が
主
役
で
す 

ー

　

毎
年
恒
例
、
鳥
取
市

の
夏
の
夜
を
彩
る

『
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
』

　

40
回
の
節
目
と
な
る

本
年
度
も
、
み
な
さ
ん

の
手
で
ま
ち
に
一
斉
に

傘
の
花
を
咲
か
せ
て
み

ま
せ
ん
か
！

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
40
回
記
念

■問い合わせ先
　文化芸術推進室（☎20̶3226）

開 催期間　6月 27日（日）～7月 4日（日）
会　　　場　鳥取県立博物館（28日休館）
作品の種類　日本画（水墨画、墨彩画を含む）、　
　　　　　　書道、写真、工芸、彫刻、洋画（水
　　　　　　彩画を含む）、版画、デザインの 8
　　　　　　部門
応募資格　県東部に住んでいる高校生以上の人
　　　　　　または市内に勤務している人
出品規定　

△

県内の展覧会に未発表の作品
　　　　　　

△

日本画・洋画・書道・写真＝1点
　　　　　　のみ　

△

デザイン・工芸・版画＝2
　　　　　　点まで　

△

彫刻＝3点まで
作品の搬入
　　と　き　6月 20日（日）

△

日本画・書道・
　　　　　　工芸・彫刻／午前9時～正午
　　　　　　

△

その他／午後1時～4時
　　ところ　鳥取県立博物館

市民美術展の作品募集第4
3回

わ
た
し
の
作
品

シ
リ
ー
ズ 　

市
民
美
術
展
入
賞
作
品
紹
介

最
終
回

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
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